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：目的〕卵巣機能評価法として の 血清中エ ス トラジ オ

ー−
／レ（E2）濃 度測 定は、臨床上頻用され て い るが、1．1

内変動、周期内変動を有 し、頻回 の 測 定が推奨さ

れる。今回我々 は唾液を検体とした、唾液中ユ ス トラ

ジ オ ー
ル ⊥7一β（E2）測 定法 を確 立 し、さらに 、限外

濾過
一一RIA 法 に て測定 した面．清 中フ リ

ーE2 濃度と

の 比 較に て 唾液中 E2 測定法の 臨床的有用性 に っ

い て検討した n ［方法：対
’
象は規則 的月経周期を有

する健常女性 10 名及 び不妊症患 者 55 名とし、こ

れ らより得た唾液及び 「紅清を検体とした．唾液中 E2

及び血清中 E2 値は 田 A 法 にて 測定 した。血］．清 中

フ リ
ー−E2 値測定 は 、まず 限外濾過操作過程 に ま」け

る E2 の 回収 率を求め るた め に、　PBS で作製した標

準 E2 を用 い て限外濾過を行 い 、限外濾過 前後 の

E2 値を EiA で測定し、回収率を算出 した。次に、血

清を限外濾過 し、得 られ た濾液を RIA 法で測定し、

得られた値と回収率より血．中フ リ
ーE2値を算定 した．

匚成績Ll．唾液中 E2 測 定法は、測定限界 し5pg／mt

と高い 測定感度を有し、相関係数 0．78 亅とthL清 中 E2

濃度とよ く相関 した。2．自然性周期 に お い て は 唾 液

中 E2 は、8 症例に つ い て 排卵前期及び 黄体期中

期 ；こ 、　各　々 7．1 →
： 3．1（3．1〜12）pg／m ］　及 て）ミ　3、4t ：

1．8（1．9〜6，6）pgf
’
nコ］の ピ

ー
クを認めた，、3．唾液中 £ 2

と血中フ リ
ーE2 の 間には r＝〔〉．828 と高い 相 関性 が

認 め られ た．［繻 侖］唾液中 lt2測定耄去は、そ の 高い

測定感度 に よ り、自然排卵周期 に お け る排卵前期

及 び 黄体期 中期 の ピ・．一
クを測定しうるこ とが確認 さ

れ、また唾液中 E2 が li亅L中フリ
ーE2 を反 映すること

を明らか に した。

2目 的 i採鼻直前の 1血清PRL 値 の 推移 は体外受精妊

娠率 と強 く関連し、PRLH 内変動 0挿 ：要 i生を見 い だ

した、1方法］40 才未満で 正常排卵周期を もつ 体外

受精 54症例を刻象 と した、卵巣刺激は long法を 川

い、主席卵胞径．L6〜ユ8mm の 口の 8：30〜 io：30

p ，m ．に llCGを 投与 し、36時間後 に採卵 した、　 ekL

清 PRL 値 を、採卵 凵V）6a ．m 、（牌亅疸）と麻酔直前（直

前値）に測定 し、直前1直／朝値を変化率 と定義した．

16症例 で は 日 内変動 の 検 討 の た め、採卵前 日 の 6

a、m ．，⊥Op ．IIユ．，採卯卩「？a丿2a 」n ．の 3 回 0−）PRL 泓1亅

定を追加 した。［結果］継続妊娠例（出産伊1と妊娠 工4

週 以 1』，］〔｝例）で は、、！rL清 PRL 値（ri9 ／ml ）は朝値

34L3．「 6、3 （SE）か ら直前fllll］9．1土 2．6へ と有意 に

低
．．
ドした が （i）〈0，01 ，亡一し〔｝sし）、非妊 娠 例（15例）で は ．

朝殖 26，6　 4．4，直前値25．〔｝＝ 4．1 と、有意 に変

化 しな か っ た t／変化率 は、継続妊娠例 で 0．701 ．

0．08 、非妊娠例 で 1．03 ＝ D．13 と、継続妊娠例で 有

意 に低か っ た〔P〈〔〉．05）、日内変勳は、採卵前 冂 6

ξurl ，，．LOP．rn．，採卵 ［2a ．nL ，6a ，m 、，麻酔直前の

PRIj｛直が、1継続妊1賑登1亅（7例）
’
（M 　6．3 士 4．9，20．O 土

7．4 ，28．5 上 8 ．0，22 、・1．土 8，6，18．3 ⊥．5．5、．1ド女壬娠

捌（9例）で 23．0 ＋ 2．6，29．9 ＋ 3、4，29．6 ± 3、9，26．1

± 5，2，28．OI5 ，6 と、継続妊娠例で 睡眠時高イ直が

より明らかだ り た。良好胚数 と採卵 あた り継続妊

娠率 は、変化率 くe．73 の と き（28例）3 ．6 ＝ 0、7，43％，

≧ 0．73 の と き （26 例）2．3 ± 0．4，ユ5％ と、変化率

くO、73の とき継続妊娠率が有意 に窩か っ た（P＜O．Oi），

X2 検定）。［結論 1採卵 l！早朝 力疆，麻酔直 前ま で の

2〜311寺間で 匡1清 PRL 値が 0．7311聾木満に低 ドす る

とき に は 高 い 妊 娠 率 が彳！lら れ る，PRr ．の 「1内変動

（陲眠時高4直）が卵 成熟に 重要 と示 峻 さ れ た。
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